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25. アカホシカメムシの捕食性天敵ベニホシカメムシの生態的特性

〔要約〕 ベニホシカメムシは、ワ タ ・オク ラなどのアオイ科作物の重要害虫であるアカホシカメムシ

堕だけを捕食する狭食性の捕食者であり、高い増殖力をもち、短日下でも非休眠である こと から、アカ

ホシカメムシ類に対する有力な捕食性天敵として位置付けられる。
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〔背景・ねらい〕

ベニホシカメムシ Antilochuscoqueberti (ホシカメムシ科）は、熱帯 ・亜熱帯地域で広く分布し、その

形態が餌であるアカホシカメムシ（ホシカメムシ科）に良く 似ているため、アカホシカメムシと混同さ

れ易く 、一般にはほとんど認識されていない。また、その生態的特性や、捕食性天敵と しての有効性に

関する報告が全く無い。

ワタ ・オクラなどにおける化学合成殺虫剤の使用低減を目指 し、ベニホシカメムシをアカホシカメム

シに対する有効な捕食性天敵して位置付け、その生態的特性を明らかにする。

〔成果の内容•特徴〕

1. ベニホシカメムシは野外ではホシカメムシ科アカホシカメムシ属のアカホシカメムシとズグロシロ

ジュウジカメムシだけを捕食し、実験室内ではホシカメムシ科とホソヘリカメムシ科のカメムシを捕

食するが、ホシカメムシ科に近縁なオオホシカメムシ科、ナガカメムシ科ならびにホソヘリカメムシ

科に近縁なヘ リカメムシ科、ヒメヘ リカメムシ科のカメムシは捕食しない（表 1)。

2. ベニホシカメムシは 20~ 30°cの 14時間 日長の長日条件で正常に発育 し、アカホシカメムシを餌と

して与えて飼育すると、産卵から羽化までの期間は、20°cで 87.1土 1.4日、 22.5°Cで 62.3土 0.4日、

25°Cで49.3士0.5日、27.5°Cで41.9士0.5日、 30℃ で 35.5土0.7日であり（数値はいずれも平均士標

準誤差）、これらから産卵から羽化までの発育零点は 12.8°c、有効積算温度は 606.1日度と推定される

（図 1)。

3. ベニホシカメムシは、25℃、14時間日長において、 羽化後 10~ 183日齢の間に卵塊で産卵 し、平均

産卵前期間 10.7士0.7日、平均産卵回数 10.9士5.9回、平均卵塊サイズ55.2土 15.5卵、 平均寿命 97.2

土56.9日、 平均総産卵数 601.7士294.5卵であり （数値はいずれも平均土標準誤差）、高い増殖力を持

つ （図2)。

4. ベニホシカメムシは、10時間日長の短日条件でも休眠に入らずに順調に生育し、幼虫期間や産卵前

期間は長日条件よりもむしろ短かいので （表 2)、冬季の短日条件でも生物的防除資材 としての有効性

を期待できる。

〔成果の活用面・留意点〕

1. ベニホシカメムシを有用天敵として大量増殖する場合の飼育条件決定のための基礎資料となる。

2. ベニホシカメムシは、20°cを下回る温度では飼育困難である。

3. ベニホシカメムシは、未交尾でも無精卵を産下するので、人工飼育する際、交尾が済んだことを確認

する必要がある。

4. ベニホシカメムシ各齢期における捕食量に関しては未解明である。

〔具体的データ〕

表 1 ベニホシカメムシの餌としてのカメムシ類の適合性

ベニホシカメ ムシの餌として供試 したカ メムシ類（いずれも成虫） 結果

ナガカメムシ上科

ナガカメムシ科 Lyga eidae 
ズグロナガカメ ムシ Oncope// us nigri ceps X 
コマダラナガカ メムシ Spilost eth us hospess X 

ヒメマダラナガカメムシ Grap/ost eth us servus X 

アカナガカメムシ Thunbergiasanguinaria X 
ホシカメムシ上科

オオホシカメムシ科 Largid ae 
ヒメホシカメムシ Physopelf a cin c tico I/is X 
オオホシカメム シ Physopelf a guff a X 
ホシカメムシ科 Pyrrh oco ridae 
アカホ :カメム ‘ノン Dysdercuscingulatus 0 
ヒメアカホシカメムシ Dysdercuspoecilu s 0 
ズグロシロジュ ウジカメムシ Dysdercusdecussatu s 0 
シロジュ ウジカメムシ Dysdercusphi/ ppinus 0 
ホシカメムシの一種 Dysdercussp. (おそら く D.mesi o stigma) 0 
ホシカメムシの一種 Dysdercussp. (おそらく D.solenis) 0 
ダルマホ シカメ ムシ Armat illus sp. 0 

ヘリカ メムシ上科

ヘリカメ ムシ科 Coreidae 
アカス ジヘ リカメムシ Dasynuscoccocin ctus X 
ホソヘリカ メムシ科 Alydidae 
ホソヘリカ メムシ Riptortus clavatus 0 
ヒロホ‘ノヘリカメ ムシ Dae/eralevana 0 
ヒメヘリカメムシ科 Rhopalidae 
アカヘ リカ メムシ Leptocorisaugur X 

フチベニヘリカ メムシ Leptocorisrufom arginatus X 
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図 1 ベニホシカメムシの発育の温度反応

表 2 ベニホシカメムシの卵・幼虫の発育期間、
産卵前期間に対する飼育温度日長の影響

温度 日長 卵＋幼虫期間 産卵前期間

22.5℃ 14L-10D 62.3土0.4(n = 22) 

10L-14D 56.7士0.3(n = 32) 

25iC 14L-10D 49.3士0.5(n = 36) 1 O五0.2(n=10)

10L-14D 42.8士0.2(n = 23) 9.4:±D 4 (n = 7) 
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図2 25℃ 14時間日長におけるベニホシカメ ムシの産卵特性
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